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連
休

中
の

作
業

を
見

据
え

、
資

材
・

食
材

の
在

庫
調

査
と

調
味

料
等

の
荷

上
げ

の
た

め
行

仙
宿

に
赴

い
た

。
 

林
道

は
重

機
で

整
地

さ
れ

て
い

る
、

補
給

路
登

山
口

に
着

く
と

石
・

砂
利

等
で

埋
ま

っ
て

い
た

排
水

溝
が

き
れ

い
に

掃
除

さ
れ

て
い

た
。
 

Ｍ
機

の
支

柱
は

、
排

水
構

内
に

あ
り

、
排

水
溝

の
詰

り
で

水
が

溜
ま

っ
て

い
た

の
で

、
連

休
中

に
溝

浚
え

の
作

業
を

予
定

し
て

い
た

が
、

お
陰

で
無

く

な
っ

た
。
 

半
袖

だ
が

暑
く

汗
が

吹
き

出
る

。
途

中
の

コ
シ

ア
ブ

ラ
は

暖
冬

で
か

な
り

芽
が

開
い

て
い

る
事

を
確

認
し

、
行

仙
宿

に
８

時
４

０
分

着
。
 

炊
事

場
へ

の
暖

房
用

シ
ー

ト
を

撤
収
( 管

理
棟

梁
上

に
保

管
) し

、
小

屋
内

の
棚

内
整

理
。
又

、
管

理
棟
・
物

置
内

の
食

材
・
資

材
の

在
庫

を
調

査
す

る
。
 

チ
ェ

ン
ソ

ー
の

混
合

燃
料

が
少

な
い

の
で

、
オ

イ
ル

と
ガ

ソ
リ

ン
を

混
合

し
て

１
ℓ

缶
２

缶
を

作
る

。
ビ

ー
ル

３
箱

、
日

本
酒

の
在

庫
無

し
。
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木
杭

残
材

で
も

薪
作

り
 

玄
関

横
の

薪
棚

の
薪

が
少

な
い

、
先

般
薪

用
に

切
っ

た
丸

太
( 東

側
軒

下
)

が
乾

い
て

お
り

、
斧

で
薪

割
り

す
る

。
又

、
チ

ェ
ン

ソ
ー

と
鉄

楔
で

行
仙

岳

北
面

の
段

差
用

の
木

杭
( １

６
本
) ・

横
桟
( ８

本
) を

作
る

。
 

昼
食

後
帰

宅
す

る
つ

も
り

だ
っ

た
が

、
梶

野
氏

の
報

告
で

は
行

仙
岳

北
面

段
差

が
か

な
り

補
修

す
る

必
要

が
あ

る
と

の
事

か
ら

、
次

回
の

作
業

軽
減

と

現
地

確
認

を
兼

ね
て

横
桟

・
木

杭
８

本
を

運
び

上
げ

る
。
 

現
地

を
確

認
す

る
と

、
５

段
位

の
補

修
で

済
み

、
後

は
霜

柱
で

浮
き

か
け

た
木

杭
を

大
ハ

ン
マ

ー
で

打
つ

作
業

で
事

が
済

む
。
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実
利

行
者

の
分

骨
碑
 

木
杭

を
登

山
道

横
に

降
ろ

し
て

い
る

と
、

吉
野

か
ら

縦
走

し
今

晩
行

仙
宿

泊
の

栃
木

の
青

年
が

登
っ

て
く

る
。

南
奥
駈

道
は
捲

き
道

が
無

く
ピ

ー
ク

の

上
り

下
り

で
大
変
疲

れ
る

と
の
談

。
 

行
仙

岳
へ
一
緒

に
登

る
が

、
大

き
い

荷
を
担

い
で

い
る

の
で

大
休
止

の
様

な
の

で
、
残

っ
て

い
た
「
よ

も
ぎ
餅
」
を

宿
内

に
置

く
と
言

っ
て

先
に

下
山

。
 

新
緑

の
中

の
あ
ち
こ
ち

に
咲

く
淡

い
紫
色

の
藤

の
花

を
眺

め
な

が
ら

、
４

月
２

４
日

の
実

利
行

者
祭

に
は

参
加

出
来

な
か

っ
た

の
で

、
立
寄

り
御

参
り

し
て

帰
宅

。
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鵜
殿
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→
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